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要旨 

本研究では、日本の大学に在籍する中国語を母語とする留学生を対象に、PAC 分析の手法を

使用したインタビュー調査と先行研究を基に、学術レポート執筆不安尺度を作成し、その信頼

性を分析した。その結果、22 項目の不安項目が選定され、「日本語表現に対する不安」「文章構

成に対する不安」「執筆形式に対する不安」「教員評価に対する不安」「テーマ構想に対する不安」

「文献収集に対する不安」の 6 因子構造であることが明らかになった。また、尺度の内部一貫

性を検討する信頼性分析では、学術レポート執筆不安尺度の高い信頼性が確認された。 

 

キーワード：学術レポート執筆不安、留学生、尺度、PAC 分析 

１．研究の背景と目的 

日本の大学で学ぶ留学生は、与えられたテーマについて論証する内容のレポートを書く

活動が多い。これは入学後すぐに求められる課題であるが、日本語力が中上級であっても、

日常の身近な話題や時事問題について作文を書くことはできるが、レポート執筆に必要な

語彙、文法、表現、文章構成を把握していない場合が多い。文法や表現を正しく使ってい

るかどうか、議論をどのように展開するべきか等、留学生が抱えている不安は少なくない。

そこで本研究では、日本の大学に在籍する中国語を母語とする留学生を対象に、レポート

を書く際に不安を感じる状況を明らかにした上で、学術レポート執筆不安尺度を作成し、

その信頼性を検討していく。 

２．先行研究 

第二言語のライティング不安に関連した指摘は、英語教育の分野でも見られる。Cheng 

et al.（1999）は、外国語環境での英語学習者を対象に、第二言語不安尺度（Foreign 

Language Classroom Anxiety Scale）とライティング不安尺度（Writing Apprehension 

Test、WAT）を用いて調査し、第二言語不安とライティング不安の構成要因が異なること、

会話でも作文でも第二言語学習では自信が不安と大きく関連していることを明らかにして

いる。Cheng(2004)は、WAT のいくつかの問題点を指摘し、27 項目からなる「第二言語

ライティング不安尺度（Second Language Writing Anxiety Inventory, SLWAI）」を開発
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している。各因子は「生理不安」「認知不安」「回避行為」であり、尺度の内的整合性の検

討から、SLWAI の高い信頼性が確認されたと述べている。 

日本語教育におけるライティング不安に関する研究は石橋（2011）がある。石橋（2011）

は、第二言語の作文を対象としたライティング不安を作文不安と呼ぶことにし、バンコク

で中上級日本語学習者 126 名に、SLWAI を一部分日本語学習者用にアレンジしたものを

用い、作文に関わる不安要因の実態、及び成績、習熟度との関連を検討している。その結

果、作文不安は「作文産出不安」「作文評価不安」「表現志向」「作文自信」の 4 因子によ

り構造されており、「作文産出不安」は評価による不安との関連が強く、作文の成績と負の

相関があるということが明らかになった。しかしながら、不安尺度として用いられた SLWAI

は、英語学習環境で開発されたライティング不安尺度であるため、これを日本国内のアカデ

ミック・ライティング教育場面にそのまま使用することには限界があると考えられる。 

本研究では、石橋（2011）の定義に倣い、留学生が日本語でレポートを書く際に抱く不

安を学術レポート執筆不安と呼ぶことにし、「第二言語でのレポート産出に関わる不安や心

配、それによって引き起こされる緊張や焦り等」と定義する。なお、本研究が取り上げた

レポートとは、井下（2013）が分類したレポートの 4 種類のうち、「④論証型レポート1」

を指す。これは、脇田（2015）が述べたように、論証型レポートは、「専門的な論文を書

くための橋渡し」であり、「学術的な普遍性を高めることができれば、論文へ発展すること

ができる」ものであると考えることによる。 

３．調査の方法 

本研究は、混合研究法デザイン（Creswell et al. 2007）の調査票開発モデルを用いた。

このモデルは現象を探求するために質的データで開始し、次に第 2 の量的フェーズを作り、

質的結果をもとに量的調査票を開発し検証することを目的としている。 

第 1 フェーズでは、2015 年 1 月に、首都圏の大学に在籍する 4 名の中国語を母語とす

る留学生（詳細は資料 1 参照）を対象に、PAC 分析の手法を使用したインタビュー調査を

行った。このインタビューデータの結果が次の調査票の開発に指針となった。 

第 2 フェーズでは、2015 年 9 月から 10 月にかけて、日本の大学に在籍する中国語を母

語とする留学生 105 名(詳細は資料 2 参照)を対象に、質問紙調査を実施し、量的に妥当性

を検証した。 

４．インタビュー調査の結果 

4.1. 調査の手順 

インタビュー調査で研究手法として取り上げる PAC 分析は、社会心理学と臨床心理学

                                                  
1 論証型レポート：与えられたテーマについて論証する。テーマを絞り込み、資料を調べ、根

拠に基づき、自分の主張を論理的に組み立てる（井下 2013：24）。 
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の知見を持つ内藤によって開発された手法で、個人に着目した質的研究でありながら、デ

ンドログラムに基づき、調査協力者自身の枠組で分析するという、再現性・信頼性の高い

質的研究の方法である（内藤 2002）。筆者は、PAC 分析が従来のインタビューで探り得な

かったような個人の内的世界を深く引き出すことができ、学術レポート執筆不安をより具

体的に抽出できると考え、PAC 分析の手法を使用し、不安尺度の項目を作成した。 

分析の手順として、まず、4 人の調査協力者に以下の連想刺激文を与えた。なお、ここ

でいう「レポート」とは論証型レポートであることを調査協力者へ口頭で説明してある。 

連想刺激文：あなたは、日本語でどんなレポートを書きましたか。また、レポートを書

くとき、どんな気持ちを持ったのでしょうか。心配になったことがありますか。どんなこ

とが心配でしたか。頭に浮かんできたイメージや言葉を浮かんできた順に、番号をつけて

カードに記入してください。 

次に、カードを重要度順に並べてもらい、カードの組み合わせのイメージの近さを直感

的に「1 かなり近い」から「7 かなり遠い」の 7 段階で評価してもらった。その後、統計

解析ソフト HALWIN を用い、クラスター分析を行い、産出されたデンドログラムを調査

協力者に見せながらインタビューをした。 

インタビューをする際の使用言語は、調査協力者が思っていることが自由に表現できる

よう母語で行うことが適切であるとされている（丸山他 2007）ため、本研究では母語で行っ

た。インタビューのやりとりは IC レコーダーで録音し、筆者が日本語に翻訳した。以下、

＜ ＞に入れた部分はクラスターの名づけであり、［ ］に入れた部分は調査協力者の連想

した内容である。「 」に入れた部分は翻訳された調査協力者の発話である。 

4.2. 留学生 Aのデンドログラムの解釈 

まず、留学生 A のデンドログラムの解釈について述べる。留学生 A と筆者で 11 項目か

らなるデンドログラムを解釈した結果、3 つのクラスターに分けることができた。 

 
図 1 留学生 Aのデンドログラム 
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クラスター1 は、3 つの連想項目からなっており、＜資料を収集するとき感じる不安＞

と命名した。留学生Aはレポートを書く際、先行研究の見つからない場合がしばしばあり、

「キーワードで検索してみると、よく違う文献が出てくる」、その原因に関して、「専門

用語にあまり詳しくない。間違えたキーワードを入力してしまったせいで、ほしいものが

出てこなかったのではないかと心配している」と述べている。また、ネットで論文を検索

する際、関係のありそうな論文を見つけても、「内容が読めない。例えば、CiNii ではロ

グインしないとダウンロードできない」。さらに、論文を読んでいる際、「よく全部読み

終わっても、内容が理解できておらず、最初から繰り返し読まないといけない。もちろん

自分の日本語力にも関係があると思う。つまり、長い文章から必要な情報を見つけ出すの

は苦手だ」と述べ、参考資料の収集に苦労している様子が窺える。 

クラスター2 は、3 つの連想項目が存在し、＜日本語の問題＞と命名した。留学生 A は

母語でレポートを書くことがあり、レポートの基本的な形式を既に把握しているようであ

るが、「日本語の論文における句読点の使い方や、注の書き方等は中国語のものと違う。

また、色々な論文を読んだが、専門によっても細かい違いがあるようだ。だから、自分で

書くときに困ることになる。仕方なく中国語のレポートの形式を真似ようとするが、厳密

性に欠けると感じている」とレポートの形式に対する不安を述べている。 

また、文法に関して、「テンス、助詞、特に‘は’と‘が’の使い分け、受身形、使役

形」がいつも混乱していると語っている。また、漢語の使い方がより難しいと考え、「普

段あまり使わないので、レポートを書く際、どういうふうに使うべきかよくわからない。

例えば、‘発展’という語が使役形の方が自然なのか」と述べ、それに対し、和語と外来語の

使い方はあまり間違わないと述べている。 

クラスター3 は、5 つの質問項目からなっており、＜レポートの内容に関する不安＞と

命名した。［まとめの書き方が難しい］に関して、留学生 A は「日本人がレポートを終え

る際、よく本論の内容を要約し、問題点と今後の課題について述べていくが、私はこの書

き方があまり好きではない。何もはっきりさせていないと感じているからだ。自分の主張

をはっきりさせ、力強く終わりたい」と指摘している。また、留学生 A は「日本語でレポー

トを書く際、気づかないうちに本来の意図から外れてしまい、結局全て削除し書き直さな

ければいけない」こともあった。 

また、クラスター3 の［分量が足りない］に関して、「データや例の蓄積が豊富でない

ため、一応まとまっていても、面白みのない論文が生まれるということになりやすい。ま

た、よく指定字数に届かない。中国語で書くと簡単に文章を膨らませられるが、日本語で

書くとなかなかできない」と述べており、「提出期限までに書き終えるかすごく焦る」と

述べている。続いて、［テーマが決められない］に関して、研究テーマを絞れない悩みと、

タイトルを的確に表せない悩みが挙げられている。最後に、［書きたい内容の専門用語が

多い］ことも留学生 A を悩ませる要素の一つである。 
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この結果から考察される結果として、留学生 A が日本語でレポートを書く際、①資料収

集への不安、②レポートの形式への不安、③日本語の文法への不安、④専門用語への不安、

⑤レポートのまとめ方への不安、⑥提出期限までに指定字数を埋められるかという不安、

⑦何を書けばいいかという不安、⑧タイトルが決められないという不安、⑨内容の一貫性

を保っているかという不安を感じていることが指摘できる。その一方、レポートを書けば

書くほど参考資料の探し方の熟練度が上がったり、日本語で考える力を身につけたりする

ことに対し、不安への肯定的な捉え方も見られた。ある程度の不安が適度の緊張感をもた

らすと同時に、学習効果を高めるということが言えるだろう。 

4.3. 留学生 Bのデンドログラムの解釈 

次に、留学生 B のデンドログラムの解釈について述べる。留学生 B と筆者で 7 項目から

なるデンドログラムを解釈した結果、3 つのクラスターに分けることができた。 

 
図 2 留学生 Bのデンドログラム 

クラスター1 は、3 つの連想項目からなっており、＜記述への不安な思い＞と命名した。

留学生 B は高校卒業後家族とアメリカへ移住し、現在は交換留学生として東京都内の大学

に在籍している。既に 6 年以上日本語を学習しているが、それにもかかわらず、「よく中

国語を用いてレポート全体の構成を考える。中国語ならうまく表現できるが、日本語に訳

すとなると表現が出てこない。語彙量が少ないのは一つの原因になるが、もう一つの原因

は、翻訳できないその国の言葉しか表現できないものがある」と述べている。また、「日

本語における婉曲表現にまだ慣れていない。アメリカにいたとき、明確に意味を掴める文

章を書かなくてはいけなかったが、日本語で書くと、‘かもしれない’や、‘と言われて

いる’によって断言を避けた文章を書くしかない」と述べている。文化の違いが日本語の

産出に影響を与えていることが考えられる。 

クラスター2 は 2 つの連想項目が存在し、＜文法の間違い＞と命名した。留学生 B は文

法を正しく使っているのかという点を心配している。これは留学生 A と同様、文法知識の

不足に不安を感じている留学生の傾向であろう。また、レポートの途中から“ですます調”

に変わってしまい、「つまらないケアレスミスをしてしまうと恥ずかしい」という点も不

安材料として挙げている。一方、文法ミスを防ぐために、「できれば友達に見てもらいた
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い。普段はネットで同じような言い方があるかどうか調べる。もしあれば、どんな場面で

使われているかを詳しく見て、その特徴を取り出す」と努力している。「3 カ国語が話せ

ることがもう十分だと良く言われているが、まだまだ足りないと思う。母語話者に近いレ

ベルまで達しないと気が済まない」と前向きに取り込んでいる姿を見せている。 

クラスター3 も 2 つの連想項目が存在し、＜知識不足による悩み＞と命名した。留学生

B はあるテーマが与えられる際、何を書けばよいのか見当がつかず、よく「クラスメート

の書いたものを読んで、そこから新たな発想を生み出す」。また、テーマに対する情報量

が少ないため、「書きたいことがいっぱいあるが、書くべきかどうか迷っている。本筋か

ら逸れていないかと心配しているから」と述べ、ネガティブな反応を示している。「レポー

トの冒頭の書き方を思いつかない」、いつも思い悩んでいることについても語った。 

以上により、留学生 B から得られたキーワードとして、留学生 A と重なる部分を除き、

⑩考えを表現することへの不安、⑪文体が統一されているのかという不安、⑫レポートで

良く用いられる表現がわからないという不安、⑬冒頭の書き方への不安が考えられる。 

 

4.4. 留学生 Cのデンドログラムの解釈 

続いて、留学生 C のデンドログラムの解釈について述べる。留学生 C と筆者で 5 項目か

らなるデンドログラムを解釈した結果、3 つのクラスターに分けることができた。 

 
図 3 留学生 Cのデンドログラム 

クラスター1 は、2 つの連想項目からなっており、＜足りない言語知識＞と命名した。

上位 2 位の重要度の項目はここに含まれることから、留学生 C がレポートを書く際に感じ

る一番大きな不安要素であると考えられる。留学生 C は「自然な日本語を使いたい。変な

日本語を書いてしまったら、やはり自分の勉強不足だなと思ってしまう」と述べながら、

「でも、よく中国語っぽい日本語を書いてしまう。または日本語として通じるが、変に聞

こえる」点が悩ましい部分であると捉えている。 

クラスター2 も、2 つの連想項目に構成されており、＜書くときの率直な気持ち＞と命

名した。留学生 C は話すことが好きであるのに対し、「中国語で書くのは十分大変なのに、

日本語で書くのは死ぬほど大変」と述べている。具体的には、「資料を調べるとき、普通

はキーワードで検索するが、私はそのキーワードさえ知らない。まず、キーワードになる
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専門用語を調べ、そして、そのキーワードで資料を調べる。すごく手間がかかる」という

資料を探す際の煩雑さと、「助詞や、動詞の変形や、受身や、使役等日本語の特有の文法、

正しく使っているか」という文法への不安、「書き言葉なのか、話し言葉なのか、ピンと

来ない場合がある」という書き言葉への不安、「今受けている授業は、三回の授業に一回

の感想文を出す。もし中国語だったら、10 分間で済むが、日本語になると、言いたいこと

がなかなか表現できない」という文の産出への不安が挙げられている。 

一方、レポートを書くことへの不安を感じつつ、積極的に取り組んでいこうとする姿勢

がクラスター3 で窺える。クラスター3 は 1 つの連想項目のみ存在し、＜書くことへのプ

ラスの感情＞と命名した。留学生 C の解釈は「書けば書くほどうまくなると先生が言った

ので、上手く書けるようにチャレンジしたいと思う。最初に短い文から、今はだんだん長

い文が書けるようになってきており、成長していると感じている」であった。 

留学生 C は、不安を抱えながら、教師の話を強く信じ、だからこそそれを乗り越えるこ

とが大きな意味で自分の成長に結びつくと感じている様子が窺えた。留学生 C から、新た

なキーワードとして⑭書き言葉であるかという不安が得られた。 

4.5. 留学生 Dのデンドログラムの解釈 

最後に、留学生 D のデンドログラムの解釈について述べる。留学生 D と筆者で 10 項目

からなるデンドログラムを解釈した結果、3 つのクラスターに分けることができた。 

クラスター1 は、3 つの連想項目からなっており、＜不明確な立場＞と命名した。留学

生 D は常に構成を念頭に置いてレポートを書くが、「テーマをあまり理解しておらず、そ

の上、時間が限られて、十分に調べられないとき、自分なりの論点を思いつかず、レポー

トが先行研究をまとめただけのものになってしまう」と述べている。つまり、論点を絞り

込めないことが原因で、留学生 D が不安に陥ったと考えられる。また、留学生 D は、結

論を支える明確な論拠がないと、レポートの説得力が落ちてしまうのではないかと心配し、

「内容的には良いことを述べていても、説得力が薄ければレポートとしての価値が低く

なってしまうので、すごく不安を感じている」と述べている。 

 
図 4 留学生 Dのデンドログラム 
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クラスター2 は、5 つの連想項目に構成され、＜書くときによくある問題＞と命名した。

留学生 D は、「日本語で書くことの複雑性ゆえに」、書いた内容がそもそもの趣旨から離

れていないかについて不安を挙げている。また、「時にたくさんの資料を読んで、どちら

もレポートにいれて先生に見せたいと考えた結果、つい先行研究の部分を指定字数の半分

ぐらいまで長く書いてしまい、結局減らさないと仕方がなくなった」と語っている。［テー

マに新しさがない］に関して、留学生 D は「自分の中に知識の蓄積が少なく、それがゆえ

に平凡なテーマが決まってしまう。ほかの人も同じような視点で書いたらどうしよう、表

面的すぎると先生に評価されたらどうしよう」と不安を抱いているようである。そのほか、

［参考文献が少ない］と感じたり、［参考文献の使えるところが少ない］と感じたり、資

料収集への不安についても言及している。クラスター3 は 2 つ連想項目があり、＜日本語

への不安＞と命名した。留学生 D もほかの調査協力者と同様、［専門用語がわからない］

という戸惑いと、［文法の間違い］への不安がある。なお、「この 2 つの項目に対してそ

れほど不安を感じていない。専門用語や文法の勉強はそもそも段階を踏んで一歩一歩進め

るものだから」と述べており、「いろんなレポートを書くことがおそらくよい経験で、自

分の成長にもなるだろう」と述べている。 

総括として留学生 D は現在不安があるものの、レポートを書く際に直面する問題を良い

経験として乗り越えれば自らの成長につながると考えているようである。留学生 D から、

⑮論述の仕方への不安、⑯根拠を思いつかないという不安、⑰引用しすぎているかという

不安、⑱教師の評価への不安について述べていると考えられる。 

4.6. 結果 

上述の留学生 4 名のインタビューから得られたキーワード①～⑱（本文下線部）と、既

存尺度の第二言語不安尺度（SLWAI,Cheng2004）、さらに筆者自身の経験を参考に、不安

を感じる状況として質問項目を 25 項目選定した（表 1）。各質問項目の作成の際に着想を

得た先行研究の文言及び PAC 分析でのキーワードとの対応は資料 3 の通りである。 

質問紙の回答では 5 段階（1.まったく当てはまらない、2.やや当てはまらない、3.どち

らでもない、4.やや当てはまる、5.とてもよく当てはまる）のスケールを用いた。質問紙

に回答する際、それぞれの調査協力者が想定するレポートが異ならないように、以下の説

明を付け加え、調査協力者にはその状況に従って質問紙に答えてもらった。また、フェイ

スシートも記入してもらった。 

説明：大学で学ぶ留学生は、特定のテーマについて、集めた資料を根拠として、自分の

主張を論理的に述べるレポートを書くことが求められます。あなたはそのようなレポート

を書くとき、不安や緊張を感じたことがありますか。そのレポートを書く際の不安につい

て、以下の質問をお答えてください。 
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表 1 レポート執筆に不安を感じる状況 

 

５．学術レポート執筆不安についての質問紙調査 

この調査では、インタビュー調査で得られた不安を感じる状況 25 項目を用い、目標言

語使用環境における学術レポート執筆不安尺度を作成することを目的とする。質問紙調査

で得られたデータの解析には、統計ソフト SPSS19.0 を用いて因子分析（主因子法、スク

リープロットにより因子数を決定、プロマックス回転）を行った。ただし、各項目のうち、

因子負荷が 0.40 に満たなかった 3 項目（3、18、20）を削除した。再度因子分析を行い、

最終的に 22 項目からなる 6 つの因子が得られた（表 2）2。以上の分析で得られた 22 項目

を学術レポート執筆不安尺度とする。 

因子 1は 7 項目で構成されており、レポートを書く際に表記、語彙、文法、表現等日本

語表現から生み出された不安に関するもので、「日本語表現に対する不安」と命名した。 

因子 2 は 5 項目で構成されており、テーマのもとで問題を立て、それについてどのよう

に論理的・実証的に論を展開するのか、他人の文献を引用しすぎ、自分なりの論点が少な

くないか等、レポートの構成という項目からなり、「文章構成に対する不安」と命名した。 

因子 3 は 3 項目で構成されており、レポートの文体や引用の仕方、要約の仕方、参考文

献の挙げ方、結論のまとめ方等、学術的文章に特有の一定の形式に関するもので、「執筆形

式に対する不安」と命名した。 
                                                  
2 便宜上このように分類したが、他の項目との関連については今後検討する。 
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因子 4 は 3 項目で構成されており、教師から良い評価が得られるか、評価基準が中国の

大学の教師と違うのか、教師からの評価を気にしすぎて文や表現を繰り返し修正すること

等の要素について感じる不安項目でまとまっており、「教員評価に対する不安」と命名した。 

因子 5 は 2 項目で構成されており、レポートの構想段階において、馴染みのないテーマ

に自信がない、問題意識が明確になっていない等惑った気持ちに関する項目に高い因子負

荷量を示しており、「テーマ構想に対する不安」と命名した。 

因子 6 は 2 項目で構成されており、先行研究を調べる際に、文献が見つからない、大量

の文献から必要な情報が見つけ出せない等の不安項目に関わる因子負荷量が高く、「文献収

集に対する不安」と命名した。 

表 2 学術レポート執筆不安尺度の項目と因子パターン行列（プロマックス回転） 

 

表 3 因子相関行列 
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学術レポート執筆不安尺度の内部一貫性を確認するために、クロンバックの α係数を求

め、信頼性分析を行った。その結果、因子 1、因子 2、因子 3、因子 4、因子 5、因子 6 そ

れぞれの α係数は 0.892、0.788、0.742、0.711、0.739、0.692 であり、学術レポート執

筆不安尺度の信頼性は十分にあると言える。それぞれの因子相関は高い（表 3）。 

６．まとめ 

本研究では、日本の大学に在籍する中国語を母語とする留学生を対象に、先行研究とイ

ンタビュー調査を基に学術レポート執筆不安尺度を作成し、信頼性を分析した。その結果、

レポート執筆に不安を感じる状況 25項目が得られ、これらを質問項目として調査を行い、

因子分析の結果、最終的に 22 項目の不安項目が選定され、「日本語表現に対する不安」「文

章構成に対する不安」「執筆形式に対する不安」「教員評価に対する不安」「テーマ構想に対

する不安」「文献収集に対する不安」の 6 因子に分けられた。また、尺度の内部一貫性を

検討する信頼性分析では、学術レポート執筆不安尺度の高い信頼性が確認された。 

７．今後の課題 

本研究で作成した学術レポート執筆不安尺度は、今後の調査への足がかりを築くことが

できた。しかしながら、測定しきれなかった不安が存在する可能性を踏まえて、尺度を再

検討する必要がある。学術レポート執筆不安尺度の妥当性を検討し、不安の実態と留学生

それぞれの属性との関係を明らかにすることが今後の課題である。また、教育現場での使

用に繋げ、学習者へのアカデミック・ライティング教育に役立てていきたいと考える。 
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資料 1(以下) インタビュー調査協力者の属性(実施時) 

 
 

資料 2(以下) 質問紙調査協力者の属性（実施時） 

 
＊インタビュー調査で協力してもらった 4 名の調査協力者は除いた。 

 

資料 3 質問項目と先行研究及びキーワードとの対応 

 
 

(でん かげつ 言語社会研究科博士後期課程一年) 
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